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の概要 

我が国は超高齢化社会に突入し、高齢者の生活の質（QOL）の向上のため健康で自立し

た生活の維持が課題である。人間の生理機能は加齢に伴って低下するが、QOLを著しく低

下させる要因の一つとして、骨格筋系の老化が挙げられる。「サルコペニア」は加齢に伴

う骨格筋量および筋力の低下を特徴とする症候群であり、筋力の低下による有酸素能力の

低下、さらには歩行能力の低下により転倒、骨折、また寝たきりのリスクがもたらされる

（Fried, L.P. et al. J. Gerontol. A Biol. Sci. Med. Sci., 56, M146-156(2001)）。

また同時に筋力の低下は基礎代謝量の低下も招き、肥満や2型糖尿病などの生活習慣病の

引き金にもなる。申請者らはこれまで、加齢に伴うエネルギー代謝量および糖質と脂質の

燃焼割合を測定し、加齢により代謝量および自発運動量が低下することを認めてきた。本

研究では加齢による生理機能低下を予防する機能性成分を含む食品開発を目指し、これま

で申請者らが取り組んできた醸造酢の主成分である酢酸の骨格筋萎縮の予防作用のメカ

ニズムを解明するために、骨格筋のモデルとなる培養細胞および実験動物を用いて、酢酸

処理または酢酸摂取による骨格筋への影響を検討した。 

酢酸の骨格筋における作用機序についてラットL6筋管細胞を用いて検討を行った結果 

※ 次ページに続く 
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